
１月20日（木）、国土交通省で記者会見を開催し、前日の中央委員会
で決定した「航空連合2022春季生活闘争方針」を説明しました。
会見には新聞社やテレビ局などの記者16名が出席し、「月例賃金改善

の重要性」、「年収の早期回復の進め方」、「2021春闘との違い」、
「働き方の見直し」などについて、活発な質疑応答が交わされました。
航空連合は、春闘期間においても積極的に広報活動を展開し、年収

回復を含めた労働条件向上の重要性を広く社会に発信することを通じて、
加盟組織の取り組みの後押しにつなげていきます。
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左から）酒井事務局長、内藤会長
方針を説明する又吉副事務局長

（労働条件担当）


